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県新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

長
浜
町
長

日一克

町
民
の
皆
様

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
ラ
ご
ざ
い
ま

す。

年

天
馬
、
空
を
行
く
と
申
し
ま
す
が

元
気
は
つ
ら
つ
の
午
(
う
ま
)
年
の
新

年
を
迎
え
、
皆
様
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
わ
が
長
浜
町
、
も

天
馬
の
か
け
る
よ
う
な
躍
進
を
は
か
り

た
い
も
の
と
、
室
く
念
願
を
こ
め
て
い

る
次
方
で
あ
り
ま
す
。

過
去
一
年
間
、
長
浜
町
の
合
併
十
周

年
記
念
式
を
ス
タ
ー
ト
に
、
農
業
構
造

改
善
事
業
、
林
道
開
設
、
漁
港
建
設

中
小
企
業
融
資
制
度
等
、
産
業
振
興
施

策
を
主
軸
に
、
出
海
公
民
館
、
櫛
生
隣

保
館
、
大
和
保
育
所
、
黒
田
集
会
所

白
滝
e

豊
茂
診
療
所
、
青
島
電
気
導
入

須
沢
、
朝
日
、
大
谷
口
の
筒
水
等
、
文

教
厚
生
施
設
の
充
実
、
町
道
橋
り
よ

5

の
改
良
事
業
の
推
進
等
、
経
済
開
発

社
会
開
発
の
計
画
コ

l
ス
を
着
実
に
前

進
し
て
参
り
ま
し
た
。

更
に
特
筆
す
べ
き
は
、
農
業
団
体
の

完
全
統
合
が
行
わ
れ
て
、
当
町
農
業
の

発
展
に
、
盤
石
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
た

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

一
九
六
六
年
は
、
私
に
と
っ
て
残
さ

れ
た
任
期
の
最
終
の
年
と
し
て
、
長
浜

町
の
た
め
に
、
ど
う
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
か
、
何
を
や
る
べ
ぎ
か
を
慎
重
に

検
討
し
こ
れ
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
竪
く
決
意
を
致
し
て
お
り
ま
す

そ
の
中
核
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
統
合

暗
中
学
校
の
建
設
問
題
一
で
あ
り
ま
す
。
町

4 和昭

西

田

司

内
住
民
の
皆
様
と
、
じ
っ
く
り
相
談
し

て
、
将
来
に
悔
い
の
な
い
、
教
育
の
殿

堂
を
築
を
あ
げ
た
い
と
念
願
し
て
お
り

ま
す
。次

に
は
、
こ
の
年
に
お
い
て
は
、
す

べ
て
の
生
産
、
生
活
の
基
縦
で
あ
る
公

共
事
業
を
大
巾
に
躍
進
さ
せ
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
当
町
止
を
と
り
ま
く
道

新

年

壱

迎
発行所

愛媛県喜多郡

長浜町役場

印刷所岸本印刷所

町 章

路
網
を
早
く
完
全
な
も
の
と
し
、
都
市

と
、
当
町
の
宿
命
的
な
い
桁
差
を
早
く
縮

め
る
こ
と
こ
そ
、
発
展
へ
の
近
道
で
あ

る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

景
気
に
波
が
あ
る
と
同
様
に
、
北
政

力
に
も
波
が
あ
り
ま
す
。
低
い
沙
に
も

一
口
向
い
波
に
も
そ
れ
な
り
に
応
じ
な
が
ら

た
ゆ
み
な
き
前
進
を
続
け
る
こ
と
が

私
共
の
使
命
と
考
え
、
皆
様
と
共
に
新

し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
を
お
こ
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。
‘

皆
様
の
ご
多
幸
と
、
ご
繁
栄
を
切
に

祈
り
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま

す。
E

え

て

長
浜
町
議
会
議
長

後

藤

昭
和
四
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
、
町

民
の
皆
様
に
謹
し
ん
で
、
お
よ
ろ
こ
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
十
月
、
議
会
議
長
に
選

ば
れ
ま
し
た
事
誠
に
光
栄
で
あ
り
ま
す

が
同
時
に
責
任
の
重
大
さ
に
改
め
て

え
り
を
正
す
思
い
で
あ
り
ま
す
。
私
は

町
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
民

主
主
義
が
正
し
く
実
現
さ
れ
る
よ
う
努

力
し
て
、
町
民
各
位
の
幸
福
を
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
町
政
に
対
す
る
町
民
の
要
求
を

正
し
く
は
握
し
、
議
会
に
反
映
し
て

そ
れ
を
実
践
に
う
つ
し
て
ゆ
く
べ
〈
町

理
事
者
と
相
提
携
し
て
、
議
会
政
治
の

確
立
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す。
特
に
本
年
は
、
長
浜
町
学
校
教
育
百

じじい
U

ム
日
比

←+-
巾

年
の
計
の
た
め
に
、
統
合
中
学
校
の
問

題
に
付
い
て
種
々
な
る
計
画
を
立
案
出

で
あ
り
ま
す
が
、
議
会
に
於
て
は
町
当

局
と
共
に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
を

重
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
、
大

所
高
所
か
ら
、
ご
検
討
下
さ
る
と
共
に

中
学
校
教
育
の
重
要
性
に
鑑
み
、
将
来

を
見
極
め
た
高
い
次
元
に
た
っ
て
、
ど

理
解
あ
る
ご
協
力
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
町
議
会
議
員
は
、
昨
年
十

月
選
出
さ
れ
た
光
栄
と
感
激
を
忘
れ
ず

に
、
有
権
者
各
位
よ
り
き
り
す
か
っ
た
信

任
と
貴
い
使
命
を
一
段
と
自
覚
し
て
常

に
自
ら
を
反
省
し
て
、
地
方
自
治
の
研

修
学
}
行
い
、
常
に
、
前
向
を
の
W
U
2
0

努
を

強
く
推
進
し
て
町
民
の
負
託
に
と
た
え

町
民
福
祉
増
進
の
た
め
に
、
選
進
せ
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
年
頭
に
誓
い
ま
す

と
共
に
、
町
民
の
昔
様
が
、
昭
和
四
十

一
年
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
ご
健
康
で

最
良
の
ご
幸
福
を
得
ら
れ
ま
す
様
心
か

ら
お
祈
り
を
申
し
上
げ
て
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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員、 記長

課

幸既顕
在
時
日

技

5行〉ヨA 任

， I侍庁手
雇補

門
文
章
問
係
凶

係

長

上

川

書

記

小

石

グ

横

道

長

晴
茂

門
企
画
財
政
係
凶

記
門
庶
務
消
防
係
凶

石

丸

英

雄

山
下
朝
子
(
秘
書
)

平
田
愛
子
(
照
務
)

中

野

健

蔵

(

ニ

神
内
百
合
子
(
グ
)

長

土
居

孝
章

門
有
線
広
報
係
凶

手

1/ 1/ /1 // 
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(
櫛
生
中
継
所
)

技

手

菊

地

郁

子

(

ニ

技
手
補
山
本
ヤ
エ
子
(
こ

(
白
滝
中
継
所
)

技

手

補

都

築

小

冨

(

乙

臨
時
一
履
酒
井
恵
子
(
グ
)

|下
河石
井田

万
敏

玉
子
(
収
発

里
見(

タ
イ
プ
)

弘
美
(
グ
)

八
宮
山

(

M

)

。

税

務

課

課
長

酒

井

親

門
調
室
係
凶

課
長
補
佐
兼
係
長

平
井
源
一

児
玉
繁
夫
(
調
査
)

波
多
野
進
(
グ
)

山
本
辰
雄
(
グ
)

藤
沢
豊
彦
(
グ
)

石
住
武
俊
(
グ
)

書書
グ言己庁 M

4南 言己
門
収
納
係
凶

係

長

書
記
補

アJ
 

竹
本
松
太
郎

田
中
和
子
(
収
納
)

中

野

貴

夫

(

ニ

下
回
健
二
一
(
グ
)

。

住

民

課

課

長

男

兵
頭

門
社
会
年
金
係
凶

課
長
補
佐
兼
係
長

藤
岡
喜
代
夫

義
盛
(
年
金
)

平
(
社
会
)

勝
子
(
年
金
)

三主
回

N /1 

言己

鎌小石
田 川 内

(
長
浜
老
人
ホ
|
ム
白
山
園
)

園

長

松

田

智

看

護

婦

栗

田

富

士

子

調

理

員

新

家

千

鶴

見
習
栄
養
士
宮
下
紀
久
重

臨
時
一
雇
鎌
田
ハ
ジ
メ

グ

玉

井

亀

代

庁

平

田

カ

ツ

子

(
喜
多
灘
保
育
所
)

主

任

保

母

伊

達

祥

子

臨
時
保
母
藤
淵
美
枝
子

(
長
浜
保
育
所
)

園

長

小

泉

主
任
保
田
玉
井

保

母

谷

川

グ

大

塚
川
崎

大
橋

井
上

村
上

藤
田

新
江

周
徳
美

俊
子

隆
子

弘
子

京
子

典
子

仁
美

公
子

五
月

栄

養

士

見
習
保
母

臨
時
保
母

(
青
島
保
育
所
)

主

任

保

母

谷

本

嘉

子

臨

時

保

母

福

岡

信

子

(
沖
浦
保
育
所
)

主

任

保

母

田

村

恒

子

保

母

西

岡

房

子

小
泉
六
百
子

浪

本

満

子

調

理

員

臨
時
保
母

主
任
保
母

時保
持
保
母母

臨 保 主
11 E寺庁 任
'保げ 保

母 母 母

末

広

節

子

石
本
美
代
子

(
櫛
生
保
育
所
)

西
山
美
智
子

岡
本
美
代
子

西

山

逸

子

(
出
海
保
育
所
)

1/ 

大
谷
コ
ト
エ

西

山

節

子

河

澄

禎

子

堀
田
理
懇
子

石

堂

笑

香

田

丸

富

枝

(
豊
茂
保
育
所
)

主

任

保

母

富

岡

正

代

臨

時

保

母

坂

井

何

子

庁

二

宮

サ

ダ

子

主
任
保
母

保

母

臨調

器理。
母員

主
任
保
母

保

母
。

調

理

員

臨
時
保
母

(
大
和
保
育
所
)

二

富

美

澄

池
田
ス
ミ
子

矢

野

智

子

鎌
田
恵
美
子

下
回
美
智
子

(
白
滝
保
育
所
)

小

野

雪

子

西

宮

幸

子

小

川

高

子

加
世
冨
士
子

泉

友

江

富
永
タ
マ
ヨ

(
今
坊
隣
保
館
)

書
記
山
根
カ
ヨ
子
(
社
会

門
住
民
係
凶

係

長

書

記
M
M
 

ノJ
 

書
記
補

門
保
健
係
〕

係

長

日

田

保
健
婦
清
水

助
産
婦
梶
村

書

記

梶

田

害
記
補
山
本

池
田
又
一
郎

平
田
春
美
(
受
付
)

宇
都
宮
寛
(
一
戸
籍
)

友
沢
敏
(
記
録
)

槙
尾
ハ
ツ
子
(
受
付
)

山
下
国
広
(
作
票
)

勝秀亀文稲
延信代子生

国でつ衛
保ふ乙生

(
青
島
診
療
所
)

嘱

託

赤

穂

治

保
健
婦
橋
木
ア
サ
子

(
白
滝
診
療
所
)

嘱

託

菊

地

敏

行

看
護
婦
平
田
美
佐
子

(
大
洲
喜
多
衛
生
組
合
)

書

記

補

宮

岡

亀

古

。

産

業

課

課

長

畑

山

鶴

夫

門
振
興
係
凶

課
長
補
佐
兼
係
長

久

保

弘

河
野
平
吉
(
農
)

真
鍋
典
秋
(
商
)

泉

芳

信

(

水

)

渡

辺

敬

(

林

)

大
元
宗
一

(
農
業
構
造
改
善
)

仲

田

源

一

(

ニ

中

国

晋

(

庁

)

笹
本
栄
一
(
庁
)

山
田
紀
子
(
庶
務
)

書技書
ろ' ノノ

記手記

書
記
補

.v 
ir 

H
V
 

門
農
業
共
済
係
凶

技

手

窪
憲
一
(
町
車
)

草
川
勝
義
(
グ
)

西
本
幸
雄
(
庁
)

森

川

純

行

(
プ
ル
ド

l
グ

)

臨

時

雇

越

智

清

晃

庁

菊

地

八

太

郎

(
火
葬
場
)

臨
時
雇
松
岡
伊
一
郎

門
水
道
係
〕

係
長
(
課
長
兼
務
)

書

記

高

橋

亮

(

水

道

)

書
記
補
松
本
好
次
(
府
)

か

上

田

富

貴

夫

(

H

)

投
手
補(

長
浜
浄
水
場
)

技

手

山

下

一

仁

書

記

補

大

野

勇

書係

記長

久大一課
保野宮長

兼
博 {申務
道 智 昂 )

養畜米
蚕産麦

。
.o. 
ココ可

計

室

門
農
地
係
凶

農
地
主
事

小垣酋兼
森見山係
金 長

千 治 安
文郎男

農

書

記

臨
時
雇

。

建

設

課

課

長

小

谷

門
工
務
係
凶

課
長
補
佐
兼
係
長

坂
井
弥
八
郎

上
田
邦
彦
(
設
計
)

矢

野

克

(

庁

)

高
橋
彦
市
(
か
)

技書技害係

主
百
古
口

手記師
門
庶
務
係
〕

記長

酒
井

仙
波

義
百
円

久
枝
(
庶
務
)

't，J. t;ミ。
文

書

課

課
長
補
佐
兼
係
長

森

議

宮

本

件

夫

(
黒
田
浄
水
場
兼
務
)

西
山
進
(
財
産
)

隠
岐
龍
法
(
統
計
)

課
長
補
佐
兼
係
長

池

田

徳

重

山
崎
一
義
(
広
報
)

滝

内

幸

代
(
公
社
交
換
)

大

野

泰

俊
(
有
線
保
守
)

三
浦
義
直
(
庁
)

聞
記
士
山
枝

(
有
線
交
換
)

西

村

昇

子

(

こ

菊
地
千
香
子
(
グ
)

上
野
キ
ミ
子
(
グ
)

宝

生

厚

子

(

ニ

東

順

ヱ

J

(

庁

)

東

艶

子

(

ニ

松

本

憶

す

)

課 。
公
首
事
業
課隆

長

佐
々
木

門
港
湾
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